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2014 年 3月竣工予定（2014年 4月より使用開始予定）
2016年 3月竣工予定（2016年 4月より使用開始予定）※1
2016年度中竣工予定※2

＊施設名称は全て仮称です。
※1、※2は計画中

1武蔵小杉門
歴史と伝統を感じさせるタイル張りの門塀。大きな曲線
を描く門扉は自由闊達な校風を表現。

7時計塔本館　現時計塔の意匠を継承した「新時計塔」
男女共学となる新たな二中高のシンボルとなります。旧
時計塔のデザインを踏襲し力強い上昇感を発信します。
新時計塔は、現在の3面の時計から4面の時計となります。
また、時計の針のライトアップを検討中です。

5メインストリート
時計塔本館の大階段、木月総合文化棟との間のメインストリート
は、明るく賑やかな交流スペース。
時計塔本館の各階には、メインストリートを見下ろす開放的な
ホールを配置。

    時計塔ストリート
川崎総合グラウンドに続く時計塔本館前のストリートは、
時計塔を間近に見上げる緑豊かな交流空間。

11    スポーツストリート
総合体育棟 2 階アリーナへの大階段、時計塔本館との間
のストリートはスポーツを通じた開放的な交流スペース。

6ステージ広場
木月総合文化棟の中庭は、特別教室に囲まれた屋外の発表・発
信のスペース。

3ホール
木月総合文化棟 3 階にある 1,300 席を擁するホール。木
質仕上げの落ち着いた雰囲気で、式典や講演会など多目
的に利用。ステージには可動式の音響反射板を設置し、
音楽会での音響性能も重視したホール。

13  総合体育棟
力強くシャープなイメージの総合体育棟。バスケットボールコート 3 面の広さを持つアリーナの他、剣道場、
体育室、屋外プール、そしてトレーニングセンターなど充実した施設構成。

4食堂
桜並木に大きく開かれた、開放的で見通しの良い食堂。

3つのゾーニングによる充実した教育環境
　新校舎は、大きく 3つのゾーニングを行い、専門施設としての施設の充実を図り、様々な
活動に応じた空間を創出します。

◉管理諸室を含めた普通教室ゾーン　̶　時計塔本館
◉図書館・実習教室・文化施設を中心とした総合文化ゾーン　̶　木月総合文化棟
◉各種体育施設を中心とした総合体育ゾーン　̶　総合体育棟

『波紋』モチーフによる外構デザインの統合
・外構部分の様々な活動拠点を中心とした波紋が広がる舗装デザイン
・波紋は広がり、重なり、相互に影響し共鳴し合う。
・生徒の様々な活動が影響し合い、新たな成果を生み出していく様を表現する。

12 グラウンド門
法政大学川崎総合グラウンドに面したグラウンド門。並木道が時計
塔本館、武蔵小杉門へと続く。

14 アリーナ
総合体育棟の 2 階にはバスケットボールコート 3 面のアリーナを
設置。周囲にはランニングトラックを設置。

15トレーニングセンター
科学的トレーニングの拠点。充実した最新機器のトレーニングセン
ターを設置。

8中庭
時計塔本館の中庭は、豊かな緑や木陰のベン
チで落ち着いた雰囲気の語らいのスペース。

2図書館
木月総合文化棟1階の図書室は2層吹抜けの円形プランで、
武蔵小杉門から良く見える象徴的な学びの場。

　 元住吉門
住宅地に面した元住吉門はコンパクトで整然と
したイメージ。
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16   法政大学川崎総合グラウンド
中学・高校の体育授業をはじめ、行事やクラブ活動
で利用している川崎総合グラウンドは、現在、全面
人工芝工事を行っております。完成後は、二中高敷
地と共にグラウンドの全てが人工芝となります。
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